
1 

 

第２７回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 議事要旨 

１ 開催日時 

  令和２年１１月１９日（木） 開会 午後３時 閉会 午後４時３０分 

２ 開催場所 

  庁議室 

３ 出席者 

  本部長：市長、副本部長：副市長、教育長 

  本部員：企画部長、総務部長、市民生活部長、健康福祉部長、こども子育て部長、都市

整備部長、消防長、教育部長、議会事務局長、監査委員事務局長、尾張旭市長

久手市衛生組合事務長 

４ 議事の要旨 

〔議題〕 

本市職員の感染確認について 

・市職員の感染が確認されたため、情報共有及び対応を協議した。 

 

〔情報共有〕 

  ⑴市内の感染状況について（７月２５日～１１月１８日までの状況のまとめ） 

   幅広い年代で感染が確認されている。感染者に占める重症・中等症の割合は約１割、

８０歳代以上の感染者のうち約半数は中等症であった。月ごとの感染状況も県と同じ傾

向。感染経路不明の割合は約４割となっている。 

 

  ⑵各部等での感染予防に対する取り組みについて 

  【企画部】 

   年末年始の感染拡大に備えて、ペーパー大作戦の第２弾を実施。年末の会食時の配慮

と換気の徹底についての注意喚起を様々な方法で周知していく。 

  （ア）全庁的な注意喚起 

   ・１２月１日号広報に特集ページ 

   ・１２月１５日広報に注意喚起チラシを全戸配布 

  （イ）団体等を通じた注意喚起 

   ・チラシを各種団体へ送付し、所属員に配布 

   ・チラシを公共施設に設置しイベント等で配布 
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  （ウ）特定の方法で注意喚起 

   ・LINE、Facebook、Twitter 等の SNS を活用 

   ・広報車で市内巡回する 

  【総務部】 

  ・各課で３密、接触回避の対策を実施。 

  ・感染症対策資機材を備蓄するため、令和３年度に全小中学校（１２校）に防災倉庫の

増設を検討。 

・庁舎入り口に防犯カメラ兼用のサーモカメラを設置。また、移動式サーモカメラを１

台購入。市のイベントなどの際に貸し可能。 

・共同消耗品の角２封筒に注意喚起のイラストシールの貼付、長２封筒にイラストを印

刷発注したので、各課で活用してほしい。 

・市内に蔓延した場合は、状況に応じて市役所玄関付近にモニターを設置し、サーモカ

メラによる体温測定を実施し、入庁制限を行うなどの運用を検討。 

・現段階で公共施設の利用制限はないが、今後国県、近隣自治体の状況を見ながら再検

討していく。イベントの対応方針については、感染対策を講じて開催としている（感染

対策が整わない場合は延期や中止）。 

・入庁時に手指消毒をしていない職員がみられるため、再度手指消毒の徹底をお願いし

たい。 

【健康福祉部】 

・高齢者・障がい者施設等の職員に対し、感染予防対策の周知を実施。今後は各関係機

関へ情報提供、チラシ等を利用した周知、感染予防の講座の実施等を予定。 

・新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行に備え、瀬戸旭休日急病診療

所にて発熱外来を儲け、診察できる体制づくりを調整中。 

【消防本部】 

・これまで消防本部で行った新型コロナウイルス感染症（疑似感染症者を含む）の移送

業務の実績を報告。 

・平常時の対応、災害出動時の対応、感染症発生時の対応に分けた取り組みを報告。 

・第３波への対応として、消防職員感染時対応マニュアルを改正した。 

【教育委員会】 

・小中学校全クラスと保健室に加湿器を整備。 

・各課所管施設において、放送等で定期的な注意喚起を実施。 
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・中央公民館玄関にペーパー大作戦パネル設置。 

・公民館等施設利用者に消毒セットの貸し出し。今後はイベント用に消毒セットや啓発

パネルの貸し出しを行う。 

・図書館だよりや貸し出しレシートによるペーパー大作戦。換気を徹底するため利用者

にはウォームビズを推奨。 

・関係団体には感染防止対策の徹底。メールにて注意喚起を行っていく。 

【こども子育て部】 

  ・保育園、児童館等施設職員の体調確認を徹底。行事等は実施方法を検討し実施。今後

冬場に向けて、さらに湿度管理も含めた感染防止対策を引き続き実施していく。５０周

年記念事業「みいつけた！ステージでショー」公開番組収録については、NHK と開催に

向けて、感染対策方法を検討中。 

  【市民生活部】 

  ・所管施設については、利用ルールの周知のためのポスターを掲示。感染拡大時には利

用制限の再検討もしていく必要がある。 

  ・自治連合会に対して、重要事項等はメールで連絡。 

  ・人権への配慮について、ホームページや広報等で市民に周知。 

  【都市整備部】 

  ・市民に向けた注意喚起文書の掲出（公園、駅の自由連絡通路及びあさぴー号停留所） 

  ・公共工事受注者へ注意喚起文書の配布。 

  ・各種会議開催時の感染予防対策の徹底（検温、消毒、換気、人数の絞り込み等） 

  ・今後は、各種団体へ注意喚起文書を発出するほか、瀬戸線三郷駅及び旭前駅構内への

注意喚起文書掲出を名鉄に依頼予定。 

   【議会事務局】 

  ・定例会及び委員会での感染防止対策の徹底。傍聴人数を減らし３密回避。委員会につ

いては他の部屋で聞けるよう調整。 

  【衛生組合】 

  ・職員の感染防止対策を徹底。また、業者等へも周知をしつつ、接触機会をできるだけ

少なくするよう対応。 

  【監査委員事務局】 

  ・３密回避した上で、監査を実施。 


